
― 通所型サービス・活動Ｃとは ―
生活機能が低下 している方に対して、 リハビリテーション専門職 が

ご自宅や地域など 生活環境の適切な評価を行い、 短期集中的 に 介護予防
プログラムを実施いたします。

やりたいことをやり続けられること、「生き生き」とした生活を送る
ことができるよう、 おひとりおひとりに合ったやり方を提案し、支援いたします。

要支援１・２の認定者、事業対象者

※ 通所型サービス、通所・医療リハビリテーションを
ご利用中の方、介護保険申請中の方は対象外

対象者

【 市内 北部 にお住まいの方 】
●会場
リハビリテーション天草病院

●実施日時
毎週 金曜日

14:00～15:30

【 市内 南部 にお住まいの方 】
●会場
介護老人保健施設 憩いの里

●実施日時
毎週 水曜日

14:00～15:30

実施会場

サービス内容

3か月間（全12回）

利用者負担なし

期間

利用料

お問い合わせ
お住まいの地区の担当地域包括支援センターへお問い合わせ下さい。

皆様のご参加をお待ちしております♪

※ 会場まで送迎あり

通所型サービス・活動Ｃ （短期集中予防サービス） の

ご案内

ご利用前に、ご自宅
の生活環境等も評価
させていただきます。

また 介護予防の相談
もお受けいたします。
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越谷楽のび体操



B様A様
膝関節の変形のため人工関節の手術を
受けた後にリハビリを受けたが、リハ
ビリ期限で終了となり、まだ不安が
残っている。

10年以上前に右大腿骨頚部骨折により
人工関節の手術を受けた。その足を
かばっていたら反対の左膝が痛くて
10分以上歩けなくなってしまった。

利
用
の
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•膝が痛くなる前に出来ていた家事が
したい。
•最寄りの駅まで歩いて行き友人とお話
したい。
•階段に手すりを付けたい。

•自分で買い物に行きたい。
•孫のいる名古屋まで行きたい。
•杖が欲しい。
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術前から痛みが強く、以前から生活範
囲が狭小化しており廃用が進んでいる。
手術により痛みは軽減しているので膝
の筋力、可動性が向上すれば、階段の
手すりは不要となるかもしれない。

左足の筋力や体力も低下しているが、
かばいながら歩いていたせいで左足の
筋肉の柔軟性がなくなっており、痛み
が出現している。

リ
ハ
ビ
リ

専
門
職

に
よ
る
評
価

健康チェック（血圧測定・健康相談）
リハビリ専門職の指導のもと集団体操 ※
評価に基づいた生活行為の改善提案

介護予防についての個別のご相談（栄養・運動・介護保険制度など）実
施
内
容

•個別の運動として、階段昇降の練習を
実施（膝が痛くならないような足の
運びの指導）。
•集団での運動を通して同じような経験
をしている方と話す機会を作った。

•筋力トレーニングだけでなくストレッ
チも取り入れて実施。
•自宅内の環境を評価できているので、
ストレッチの方法も自宅内の環境に合
わせて提案できた。

•膝の痛みは長距離を歩いた際にわずか
に出る程度になり、駅まで歩いていき
ご友人と会えるようになった。
•家事も楽に行えることが増えてきた。
•運動の成果や生活範囲が拡大したこと
で自信に繋がり、階段の手すりを設置
する必要がなくなった。

•杖がなくても買い物が可能となった。
•歩行距離が少しずつ伸びたことで自信
につながり、孫に会いに行く決意がで
きた。

実
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これまでに以下のような方々が参加されました！

※ 集団体操は、越谷市内で介護予防リー
ダーが実施している自主グループと共通の
セラバンド体操です。
通所型サービス・活動Ｃ終了後は通いの場
やサロン等の自主グループへ、スムーズに
参加ができるようお手伝いいたします！

参考事例


